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	業務例１：○○自動車道○○～○○間水文調査（平成○○年○月～平成○○年○月）
暫定２車線道路の４車線化２期工事に伴う水文調査で、調査地点選定・事前水文調査及び水理地質の考察・工事中の後続調査計画立案を実施したものであり、私は管理技術者として業務全体の管理と調査計画・水理地質考察・後続調査計画立案を担当した。

本業務は観測時期が降雪期にあたる上に工期が短く、考察に十分なデータ収集が難しいことが課題であったので、私は下記の対策をとって解決をはかった。

(1) 観測業務・データ整理業務に人員を投入し複線化することにより、工程を短縮した。

(2) １期工事中の既往調査データを活用し、資料不足を補充した。その際、ＱＣ７つ道具による品質管理技術を応用して、新旧データの混在使用可否を判断した。
業務例２：国道○○号落石事故原因調査・対策検討（平成○○年○月～平成○○年○月）
平成○○年○月、国道○○号沿いの斜面から直径3ｍ大の落石があり、死傷者を出す事故となった。事故を受けて○○県は法面技術検討会を立ち上げ、事故原因究明と対策検討を行うこととなり、当社は委託により落石原因調査と対策工法検討を行うとともに、委員会事務局として資料作成・検討内容整理にあたった。以下、本業務について詳述する。

業務例２の詳述
１．私の立場と役割

　私は委託業務の管理技術者として、また社内タスクフォースのリーダーとして業務全般の管理を行うとともに、解析考察及び委員会資料作成統括を担当した。
２．業務を進める上での課題及び問題点
本業務の課題は高い精度で落石原因・機構を究明することであったが、下図に示すように、測量・地質調査等現場作業工程の逼迫と、これに起因する諸問題の発生が懸念された。














３．私が行った総合技術監理の視点からの提案およびその成果
　提案内容とその成果を下表にまとめる。

問題点
提案内容
提案の成果
Ｓ－１
【焦って作業することによる事故発生】
1 既存社内マニュアルを当該業務に特化して編集した安全管理マニュアルを作成し、ＫＹ活動を実施
2 作業時間をシフト（早朝出発・夕方明るい間に終了）して、日没時の事故発生リスクを低減
· 現場での重大・軽微な事故発生はなかった。

· ヒヤリハット事例は作業終了時に報告書を提出させ、社内安全衛生管理システムの改善に活用した。
Ｅ－１
【現場作業が雑になり品質低下】
1 測量・地質調査各々に専属現場作業　管理者を配置し、作業標準通りの作業実施を管理
2 個人差が発生しやすい観察作業などは定型のデータシートを使用することで個人差によるばらつきを抑制
· 作業数量に対するミス発生数の割合は、通常業務に比較して有意な増加はなかった。
· 定型データシートにより観察項目抜け等のミス発生防止とともに、フォーマット統一により一覧性が向上し、データ整理効率もアップした。
Ｅ－２
【全体工程に影響し工期遅れ】
1 社内タスクフォースを組んで作業人員を確保し、現場作業を複線化
2 データ整理担当者を選任し、毎日の現場データを逐次整理して、後工程のリードタイムを短縮
3 解析考察作業は複線化による全体把握不能のリスクが大きく、管理技術者と補助担当者の１チームだけで実施
· クリティカルパス上の作業日数が、通常作業体制時に比較して7日程度短縮できた。
· 現場作業複線化に伴う副次的問題は別途解決した。
· 解析考察担当技術者が単純作業から離れ解析考察に集中でき、業務成果は高評価を得た。
Ｉ－１
【データ管理が煩雑になり取り違え等のミス】
1 データ入力はサーバに一元化

2 入力済みデータは、電子データはＣＤバックアップ後消去、紙データはスキャン後識別押印保管の処理を毎日実施
· 取り違え等のミス発生はなかった。

· 紙データを含む全データを電子化し一元管理したことにより、その後の作業効率がアップするとともに、作業終了後の整理も迅速化した。
Ｍ－１
【スキル高い技術者が分散し各作業班スキル低下】
1 現場班長の数＝作業班数とする

2 技術者評価によりスキルを数値化し、スキルが平準化するよう（人間関係も考慮）補助員を割り当て作業班編成

3 現場作業管理者からの報告をもとに、進捗管理会議を毎日実施
· 現場データの質が悪いことによる手戻り作業発生などはなかった。

· 補助員技術者のスキルやモチベーションの向上が認められた。

· 現場作業班レベルが平準化されたことで、日程計画の精度が上がり、後半は計画維持のための対策を講じる必要はなかった。
現場作業の効率化は、レベルやフォーマットが揃ったデータの確保につながり、解析考察時には、技術的な全体像把握も容易に行えた。このことは、委員会での報告内容が発注者から高評価を得たことに、少なからず寄与していると考える。
４．総合技術監理の視点から見て今後の改善が必要と思われること

災害発生時など地域コンサルタントの活躍が求められる場合に備え、タスクフォースを組んだ場合でも作業品質を低下させることなく平準化した成果が作れる体制を構築するためには、技術者各自の特性を配慮したインセンティブ付与とともに、体系化された教育訓練をＴＱＭの中で行い、品質改善へとつなげていくことが重要であると考える。
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課題：高精度の落石原因・機構究明
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※【　】内は問題点番号


Ｅ：経済性管理


Ｓ：安全管理


Ｉ：情報管理


Ｍ：人的資源管理
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